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●災害の世紀（南海地震）
21世紀は災害の世紀とも呼ばれています。これは、地球温暖化による集中豪雨や強

大な台風の発生、また国内外で巨大地震が頻発しているためです。
特に高知県沖の南海トラフで発生が懸念されている南海地震は、今後30年以内に

50％の確率で発生すると言われています。南海地震は約100年前後の周期で繰返し発
生しており、今から60年前の昭和21年に昭和南海地震が発生しています。この時の愛
媛県内の被害は、死者26名、負傷者32名、住家全壊155棟、非住家半壊147棟、県下
海岸線で平均0.5ｍ地盤沈下がありましたが、その規模は過去発生した南海地震に比べ
小規模であったと言われており、今回発生が予測されている南海地震には相当なエネ
ルギーが蓄積されていると言われています。
平成14年に愛媛県が作成した「地震被害想定調査」によると上島町内では次のよう

な被害が予測されています。

地震の規模はマグニチュード8.4、震源（高知県沖）から離れているため上島町にお
ける震度は5弱から5強程度（芸予地震は震度5強）と予測されていますが、南海地
震は地球規模の地殻変動であり、その揺れは、瀬戸内海地域でも2分近く続き、沿岸
部では地盤沈下が発生すると言われています。
また、南海地震によって発生する津波については、次のように予測されています。

南海地震のような大災害に対する備えは、まずは自分、そして家族を守るという
『自助』が基本となります。そして、昔から「困ったときはお互い様」と言いますが、
まさしくこの隣近所の助け合いの精神による『互助（共助）』のしくみが自主防災組
織になります。この自主防災組織は、『自助』の延長線上にあり、災害時には『自助』
を担保するしくみになります。自分達が住む地域を救い、そして自分自身も救われま
す。そのためにも、今、上島町内においても自主防災組織の結成が求められています。
最近、『減災』という言葉をよく耳にします。いくら人間社会の文明が進歩しても

人間の力では災害の発生をくい止めることはできません。たとえ大災害が発生しても、
ひとり一人の命を失わないことこそが減災につながります。自らの積極的な取り組み
なくして減災はありえません。

●自助と互助（自主防災組織）
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①まず、上のように三
角巾などの布の上に中
央に足を乗せます。

②足の裏にあてた
三角巾を足首の後
側で交差させます。

③今度は後ろから
巻いてきた三角巾
を足の前にもって
きて交差させます。

④足首に縦に通ってい
る三角巾に手に持って
いる両端をかかと側か
ら通し、つま先の方に
向けて締めていきます。

⑤残った両端を足
首で結んで完成と
なります。
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高齢者や障害者など、避難に時間がか
かる要援護者は避難場所への移動を開
始。支援者は支援を始める。

人的被害の発生す
る可能性が高まっ
た状況

対象地域内のすべての住民は、あらか
じめ指定された避難場所への移動を開
始する。

人的被害の発生す
る可能性が明らか
に高まった状況

避難中の住民は避難を完了する。避難
をしていない住民は、ただちに避難を
開始する。避難する余裕がない場合は、
建物の高いところに移るなど命を守る
最低限の行動をとる。

洪水や土砂崩れな
どの前兆現象が発
生し、緊迫した状
況

住 民 に 求 め る 行 動発令時の状況




